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第４回「ヨロン海洋教育フェア」開催!!
与論町の小・中・高等学校は「海洋教育」を推進しており，そこでは，「与論の海」，「海

に守られた伝統・文化」，「与論で生きる大人たち」，「与論島でのくらしのよさや課題」

等をテーマにした探究学習が行われています。

小・中学校の海洋教育は，「海洋教育科『ゆんぬ学』」の授業を

中心に行われており，与論町教育委員会は，この海洋教育によっ

て，与論の子供たちに愛郷心や表現力，自己有用感等を身に付け

ることをねらっています。そして，小・中学校の「ゆんぬ学」は，

高校での「総合的な探究の時間『ゆんぬ』」に接続しています。

さて，令和６年１月30日（火）に，各小・中・高校の代表児童生徒が砂美地来館に集ま

り，来場した保護者・地域の皆様の前で海洋教育の学びの成果を発表しました。

★子供たちの発表内容★

「与論の文化を受けつぎ隊」「与論の海を守ろう」

「与論のタカラ探し！」「東京大学サイエンスキャンプ成果報告」

「サトウキビ生産量減少を防ぐには」

「子育てをしたいと思える島の実現に向けて」

「ユンヌフトゥバの継承～私たちにできること～」

「保育士不足を解消しよう!!」

当日は，田畑町長・山下副町長や，海洋教育を支えてくだ

さっている地域の皆様がお越しくださったほか，鹿児島大学，

清水建設，笹川平和財団など，与論町の海洋教育に関心をも

たれている方々に来賓として御来場いただきました。

大勢のオーディエンスが見守る中，子供たちは，与論につ

いて調べて分かったことや，問題を解決するためのアイディ

アをステージ上で堂々と発表しました。来場者からは，その

ような子供たちの姿に心を打たれたとともに，深く考えさせ

られたという感想が数多く寄せられました。

教育委員会活動報告 主な行事予定
定例会 １月17日（水）開催 ２月17日 町生涯学習フェア・町文化祭・

・ 教育長職務代理者の指名について 公民館教室発表会

・ 「誠風第313号」の発行について ２月21日 与論高等学校卒業式

・ 与論高校卒業生新生活応援支援金について ３月６日 定例教育委員会

・ 社会教育委員の辞職について ３月12日 与論中学校卒業式

・ 文化財の指定について ３月22日 与論・茶花・那間小学校卒業式

・ 文化財保護審議会の委員の委嘱について ３月25日 ３学期修了式・離任式(小・中・高)

・ これからの学校教育について ほか ４月３日 定例教育委員会
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金 賞 の 作 品

１月５日（金）に，毎年恒例の書き初め大会を中央公民館で開催しました。島外の学

校を含む小・中・高校の児童生徒と大人の皆さんが，２７名参加してくださいました。

以下に金賞作品を紹介します。どれも新年にふさわしく，気持ちのこもった秀作です。

※ 金賞・・・「一般の部」を除いて，各学年から選出

今年も和田きみ子

先生が個別指導を

してくださいました。

和田先生，ありが

とうございました。
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来年も，皆様のお越しをお待ちしております。


